
第２回 多賀城政庁復元整備検討会

日時 令和７年１１月２６日（水） １０：００～１２：００
場所 宮城県行政庁舎９階 第一会議室

画像は前川義信様が撮影した写真をベースにAIで作成したものです
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議事（１） 前回検討会における意見について
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（１）- ① エリアとして目指すべき姿

●多賀城市の宿泊者を増やすことにこだわる

必要はないのではないか。（仙台～松島と

いう広域観光の中で立ち寄ってもらう場と

前提で考えていく。）

●ターゲットを明確にしつつ、整備過程の公

開等を含め「他では体験できない」「ここ

にしかない」という価値を提供する場にし

ていくことが重要である。

●復元後の多賀城をどのような場所にしたい

のかというビジョンによって、アプローチ

の仕方は変わる。

●外部の人に対しては、多賀城を知ってもら

うきっかけをどのように提供していくかが

重要。

●内部の人に対しては、学術研究、教育や地

域振興と両輪で、地域住民の愛着を育んで

いく視点も必要である。
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（１）- ② 周辺エリアの現状と課題

イ．多賀城跡管理事務所の活用

●収益化を図るのであれば、無人での運用が必要ではないか。

ロ．城前官衙の活用

●既存の良い取組は継続すべき。

ハ．史跡の案内表示

●どの時期をメインに据えて紹介するか、どう観光客のニーズに応えていくかを含めて、

今後改善していくべき課題である。

二．政庁南大路の市道による分断

●市道による分断を解消する方向での手当は必要だと思う。

●無電柱化の方針に合わせて、写真撮影時の見栄えが良くなるような方向での検討を行う

と良い。

ホ．国宝（多賀城碑）の取扱い

●「誰が見てもすごいものだとわかる」「本物がここにある」ということを示し、現地視

察時のように開かずの囲いが開いて直接見ることができる日を設けるなど、特別な体験

を価値として提供していくことが大事だと思う。

●現在置かれている状況を含めて、どのような環境でどのようなリスクがあるのか、十分

に科学的な調査を行った上でないと、移設などの議論はできない。（基本的には、現在

の場所に残すことが、現地に来た人に価値を提供する観点から大事。）

4



ヘ．浮島収蔵庫の活用

●老朽化が激しく、建物の再利用を検討するのは難しい。

（活用面だけでなく、現在の保管場所という使途においても代替場所の検討が必要。）

●建築コストを考えると、いまの建物に手を加えるのは投資と回収の視点からかなり

厳しい。

ト．館前遺跡の活用

（特に意見なし。）

チ．東北歴史博物館の取組

●政庁までのルート形成や周遊コンテンツ造成については、観光ボランティアの力も

借りながら、もっと力を入れて取り組んでいけると良い。

リ．周辺ルート

●東北歴史博物館をスタート地点とする周遊の流れをしっかり作れるかが重要。

●アプリやIoTビーコンなどの仕掛けも交えながら、来訪者が自分たちだけで来ても

楽しめるような環境を作っていくのも良い。

●各市町村等の役割によりマネタイズも変わってくる。

●オルレコースが新設されることも踏まえ、エイドステーションのような形で地場産

品や米の販売を試行的に行い、地域住民の対外的な意識の変化を促していきたい。

●復元の規模やスケジュールによって必要な機能の配置も変わってくるので、それら

              の議論が進んでからでないと、ルート形成も話ができないのではないか。

（１）- ② 周辺エリアの現状と課題

5



議事（２） 復元により目指す姿について
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（２）- ① 宮城県が目指す姿

政庁復元により歴史理解を深めるとともに、仙台・松島の中間に位置する多賀城に

新たな観光スポットを創りあげることで、観光客の本県滞在時間を延ばすとともに、

広域周遊につなげ、経済波及効果を高める！

＜取組事例＞
〇 多賀城跡エリアにおけるナイトタイムイベントの開催
〇 物販・飲食施設をはじめとした滞在時間延長に資する環境整備
〇 政庁や東北歴史博物館における歴史ストーリーの見える化＆体験型コンテンツの充実

② 多賀城エリアの滞在時間の延長による県全体の観光消費額への波及

＜取組事例＞
〇「文化」「食」をテーマにした広域周遊（多賀城～塩竈～松島）の形成
→・国宝「多賀城碑」、松尾芭蕉、鹽竈神社等の歴史的価値
・古代米、塩竈の寿司、松島の牡蠣等、宮城ならではの食材
旅行商品の造成へ！！

③ 多賀城を起点に塩竈や松島などの県内各地を巡ってもらう滞在型観光促進による観光消費額の拡大

目 標
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① 古代の地方統治空間の可視化による学校教育や生涯学習における歴史理解と体験学習の深化

＜取組事例＞

〇 古代空間の展示や情報展示の手法検討
〇 体験型学習や儀式再現



（２）- ② 多賀城市が目指す姿

住み続けたい市民

まちへの
親しみや誇りを
感じる市民割合

多賀城の
歴史・文化を誇りに
感じる市民割合

観光客入込数

経済波及効果額

多賀城政庁等への訪問者数

多賀城政庁等の価値や魅力の認知度
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議事（３） 復元整備の内容について
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⚫ 復元整備の意義及び目的に示したとおり、当時、複数の建物で構
成されていた政庁の歴史的・学術的価値や、その空間の特徴を
来訪者が立体的に実感できるように伝えるため、発掘調査で確認
された第Ⅱ期政庁のすべての遺構（建物、築地塀など）を復元整
備の対象とする。

⚫ 昭和４５年度から実施している多賀城跡環境整備事業では、政庁
や南門、政庁南大路・南北大路、城前官衙など、政庁から南門に
至る一帯の史跡整備において、来訪者に多賀城跡の歴史的価値
と特徴が実感できるよう、多賀城が最も機能性と荘厳性を備えて
いた政庁第II期（天平宝字６（７６２）年～宝亀１１（７８０）年；奈良
時代）の姿を表現時期としてきた。

⚫ これから進める政庁の復元整備においても、これまでの整備との
整合を図り、政庁を中心とする地区の特徴を来訪者に効果的に
伝えるため、第II期を表現時期として統一する。

⚫ 古代東北の政治・文化の中心であった多賀城の中枢部・政庁の
往時の姿を体感できる場として復元整備を進め、その歴史的価
値を伝えるとともに、多様な主体による学びと交流を育む歴史探
求拠点を目指す。

（３）- ① 多賀城政庁跡の目指す姿（案）

（２）復元整備の表現時期

第Ⅰ期
724年～

第Ⅱ期
762年～

大野東人の創建 藤原朝獦による大改修

第Ⅲ期
780年～

伊治公呰麻呂の乱からの復旧

第Ⅳ期
869年～

貞観地震からの復興

現在の多賀城政庁跡

多賀城政庁跡復元模型

（１）基本理念（１）基本理念

（２）復元整備の表現時期

（３）復元整備の対象遺構（３）復元整備の対象遺構
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① 遺構の確実な保存を最優先とする
地上に表れている遺構に加え、地下に埋蔵されている遺構も含め、そ
のすべてを損なわないよう適切な保存措置を講じ、歴史的価値を保ちな
がら復元整備を行う。

② 学術的根拠に基づく整備とする
計画、設計、施工の各段階において、考古学、歴史学、建築史学等の
調査研究成果を十分に取り入れ、当時の建物と空間の歴史的特徴を正
しく再現する。

③ 伝統的な材料・工法を基本としつつ、安全性・耐久性等に配慮する
学術的根拠に基づいた本来の材料や工法で整備を進めることを基本と
し、強度や安全性、耐久性等の確保が必要な場合には、現代的な材料・
工法を適切に併用する。

④ 段階的かつ公開性の高い整備を進める
今後の調査、設計、施工の状況や、予算措置等の事業執行上の課題
を踏まえ、整備は段階的に進めることを想定する。また、進捗に応じて工
事の公開や情報発信を行い、地域住民や来訪者との理解と協働を深め
る。

⑤ 快適で知的好奇心を喚起する場に整える
史跡の歴史的・文化的価値を損なわないように配慮しつつ、来訪者が
快適に学び過ごせる環境を整える。

城前官衙における建物の建方

建築史学による調査・研究

正殿跡の発掘調査状況

陽明文庫本宮城図所収
「八省院図」

平安宮会昌門『伴大納言絵詞』 平安宮朱雀門『伴大納言絵詞』

薬師寺伽藍復元図

興福寺伽藍復元図

（４）復元整備の基本方針（４）復元整備の基本方針
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（３）- ① 多賀城政庁跡の目指す姿（案）



年度 R7（2025） R8（2026）

内容

基盤整備

遺跡保護
のための
盛り土等

多賀城市が策定す

る「特別史跡多賀

城跡附寺跡保存活

用計画」へ反映

県（多賀城跡調査研究所）が策

定する「特別史跡多賀城跡附寺

跡整備基本計画」へ反映

復元建物整備復元に向けた
整備方針の
とりまとめ

基本計画 ・
基本設計策定

大規模事業評価

文化庁復元検討

委員会での審議

（※年２回程度開催）

地質調査等

復元建物
整備の流れ

第１期

南門

翼楼（２棟）

築地塀
（南半部）

第２期

正殿

東脇殿

西脇殿

東殿・西殿

第３期

東楼・西楼
後殿
北殿
築地塀
（北半部）

政庁平面図 政庁復元模型

（３）- ② 多賀城政庁復元整備 検討スケジュールと検討内容

基盤整備
多賀城市が策定す

る「特別史跡多賀

城跡附寺跡保存活

用計画」へ反映

県（多賀城跡調査研究所）が策

定する「特別史跡多賀城跡附寺

跡整備基本計画」へ反映

復元建物整備復元に向けた
整備方針の
とりまとめ

基本計画 ・
基本設計策定

文化庁復元検討

委員会での審議

第１期

南門

翼楼（２棟）

築地塀
（南半部）

第２期

正殿

東脇殿

西脇殿

東殿・西殿

第３期

東楼・西楼
後殿
北殿
築地塀
（北半部）
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【御意見をいただきたい事項】
復元工法、復元建物整備の順番、表現時期、復元対象範囲等について御意見をいただきたい。



築地塀

【基本的な考え方】

①政庁の各建物は、復元考察に基づいた復元を行い、空間展示（＝古代空間の再現）の機能を持たせる。

②内部空間を利用して、情報展示の機能を持たせる。

情報展示 体験

【政庁の各建物の機能】

① 空間展示：古代空間の展示：建物規模・形状、構造意匠を再現

② 情報展示：パネルや遺物等展示・解説、儀式再現、古代体験学習

空間展示

（３）- ③ 多賀城政庁 復元建物の機能（案）

【基本的な考え方】

【政庁の各建物の機能】
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【御意見をいただきたい事項】
上記の空間展示や情報展示について、御意見をいただきたい。
その他、復元建物に持たせる機能としてどのようなものが考えられるか御意見をいただきたい。



土地
所有者

整備
主体

維持
管理

多賀城跡内
（下記以外）

市
（一部国有地）

県 市

外郭南門・
ガイダンス
施設

市 市
（教育委員会）

市

あやめ園・
中央公園
第６工区

市 市
（都市産業部）

市
外郭南門外郭南門

政庁政庁

あやめ園あやめ園

中央公園
第６工区
中央公園
第６工区

ガイダンス施設ガイダンス施設

特別史跡指定範囲
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（３）- ④ 多賀城跡の土地所有者・整備主体・維持管理（現行の取扱い）

【御意見をいただきたい事項】
多賀城エリアの活用と維持管理の体制について御意見をいただきたい。



★

15

（参考） 大洲城視察
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（参考） 大洲城視察



（参考） 大洲城視察
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臥龍山荘

JR伊予大洲駅
徒歩15分

酒乃さわだ・小倉邸
（ワイン・日本酒専門店）

商舗･廊 村上邸
（ギャラリー＆カフェ）

しずくや
（土産・雑貨店）

NIPPONIA OKI棟
（フロント）

VMGカフェ
大洲城西曲輪

大洲城

NIPPONIA TUNE棟
（ホテルとバンケット）

NIPPONIA MITI棟

OZU＋
（タオルなど）

葵CAFE
（CAFÉ）

ROSA
（雑貨店）

茶寮平野屋
（和風カフェ）

NIPPONIA TAKE棟
末広商店（和菓子）

大松ﾚｻﾞｰｸﾗﾌﾄ（革製品）

NIPPONIA HOTEL
ショップ１店舗

NIPPONIA HOTEL
ショップ1店舗

NIPPONIA HOTEL

NIPPONIA MUNE棟

NIPPONIA YUKI棟
ショップ1店舗

臥龍醸造
（クラフトビール工場）

島田屋
カフェ

うなぎの寝床
（ショップ＋本屋）

㈱ADDress
（住宅サブスク）

凡例
キタグループ
開発案件

観光施設

ホテル・SHOP

ゆめほのか
（パン製造）

NIPPONIA ATU棟
うみとかもめ（フルーツサンド）
レカン（クレープ＆カフェ）

ヒタキの庭
（ゲストハウス）

赤煉瓦館

とも屋
（貸スペース）

NIPPONIA SADA棟

旅籠屋霧中（ゲストハウス）
花の日々（ドライフラワー）

たては屋
（陶芸品）

まちの駅あさもや

盤泉荘

資料提供：愛媛県大洲市

（参考） 大洲城視察
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一般社団法人
キタ・マネジメント

・指定管理業務
・旅行商品開発
・物販業務

観光
大洲まちづくりファンドを組成

町
家
所
有
者

賃貸・売却

貸し出し

出資・融資

訪
日
外
国
人
旅
行
者
等

バリューマネジメント㈱

+

ショップ・飲食・宿泊などの
事業者

NPO法人
YATSUGI

エリアプロモーション
地域再生計画

［大洲市・内子町・愛媛県］
～町家・古民家等の歴史的観光資源を活
用した観光産業の確立推進計画～

町家再生・イベント活用
（ソフト活動）

せとうち
DMO等

地域経済牽引事業者

連携

㈱KITA
町家・古民家の
改修・賃貸・管理

一社ノオト・㈱NOTE
エリア計画・コンサル

PR

内子・大洲エリア観
光推進プロジェクト

エリアプロモーション
コンテンツ開発

大洲市

ハード・ソフト支援（財源 国交付金1/2）

・地域再生計画 ：地方創生推進交付金（内閣府）
・社会資本総合整備計画 ：社会資本整備総合交付金（国土交通省）
・地域未来投資促進法 基本計画 （経済産業省）

内閣府・国交省

補助

約５億円

約５億円

地域

資料提供：愛媛県大洲市

（参考） 大洲城視察
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議事（４） 多賀城政庁以外（周辺施設）の利活用について
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【御意見をいただきたい事項】
エリア全体の価値を高めるために、どのような機能を提供するべきか。
（例）飲食の提供、物販、体験型サービスの提供、宿泊施設など

（４） - ① 浮島収蔵庫の活用
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【御意見をいただきたい事項】
・エリア全体で見た時に周遊ルートの起点として足りないものはないか。
・政庁等の魅力をより伝える展示やコンテンツ造成ができないか。
・政庁等へ誘導するための工夫ができないか。
・多賀城跡ガイダンス施設と東北歴史博物館の役割分担についてどのように考えるか。
・広々としたアプローチの有効活用はできないか？

（４） - ② 東北歴史博物館の取組
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（参考）VRシアター（TOPPANホールディングス株式会社）

デジタル文化財ミュージアム KOISHIKAWA XROSS®
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【御意見をいただきたい事項】
・魅力の伝え方の工夫ができないか。
・風化防止対策や防犯対策をどうするか。

（４） - ③ 国宝（多賀城碑）の取扱い

24


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24

